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大きく育て美咲の子ども　豊かな自然と輝く笑顔

激論28年度当初予算
こんなことが決まりました
13議員が町政を問う

主な内容
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一般会計歳入歳出予算の内訳

前年度比1.4％増　一般会計　　　106億3,564万円
前年度比7.1％増　24特別会計　　76億6,104万円

町営バス運行事業　　　 3会計

国保・介護保険事業など　7会計

簡易水道事業 7会計

下水道事業 3会計

みさきネット事業

その他 3会計

24特別会計の合計

特別会計当初予算の内訳
5,000万円

50億6,731万円

12億8,151万円

9億   842万円

2億9,741万円

5,639万円

76億6,104万円

その他（金利など）
4億3,728万円（4.1％）

町　税
12億4,400万円
（11.7％）

自主財源
23.0%
自主財源
23.0%

依存財源
77.0%

地方交付税
（国からの補充金）
52億8,000万円（49.6％）

町債（借金）
8億6,120万円
（8.1％）

国・県支出金
　（事業への補助金）
　16億637万円
　　　（15.1％）

使用料など
4億79万円
（3.8％）

繰入金（貯金の取り崩し）
8億600万円
（7.6％）

歳入106億3,564万円 

積立金その他 
1億3,882万円
（1.3％）

投資的経費
10.0%
投資的経費
10.0%

必要経費
90.0%

公債費（返済金）
18億8,459万円
（17.7％）

人件費
20億8,440万円
（19.6％） 補助費など（各種団体など）

13億1,726万円
（12.4％）

物件費（委託料・備品など）
14億484万円
（13.2％）

事業費 
10億6,139万円
（10.0％）

特別会計繰出金 
17億3,130万円
（16.3％）

扶助費（子育て支援など）
10億1,304万円
（9.5％）

歳出106億3,564万円 

限られた財源で最大限の効果を
● 28年度当初予算
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［予算特別委員会委員長報告］
　平成28年度一般会計当初予算は、106億3,564万円で対前年度比１億5,098万円（前年度比
1.6%増）増加した。
　歳入の主なものは、町税12億4,400万円を初めとして地方交付税、地方消費税交付金、地方譲
与税、国・県支出金など。
　歳出の主なものは、人件費・扶助費・公債費の義務的経費が49億8,203万円（前年度比1.6%
減）、このうち公債費が18億8,458万円（前年度比3.6%減）。物件費・維持補修費・補助費の消費
的経費が27億8,070万円（前年度比７%増）。工事費などの投資的経費が10億6,139万円（前年度
比5.6%増）となっている。
　大幅な税収の増加は見込めないが、少子化・高齢化対策、若者定住・人口減少対策、子育て
支援対策など限られた予算の中で最大限の効果を求めた。

［高齢者黄福給付金に対する討論］

賛成14人 林田議員　小林議員　左居議員　 山議員　延原議員　形井議員　松田議員　
岩野議員　金谷議員　江原議員　松島議員　山本議員　岡田議員

反対１人 三船議員

○議長は採決には加われません。

平成２８年度当初予算は　　　　 で可決

　高齢者黄福給
付金については、
対象者を絞り込む
ことによって、単年
度ではなく継続で

きる体制を整え、さらに人口減少対策への
予算として活用させるべく再検討が必要で
ある。

　介護保険法の
改正など高齢者
福祉施策が急激
に変化していく中、
単年度の施策で

はなく介護予防などにつなげる３年程度の
計画性を持って予算執行に当たるべきで
ある。しかし、全体の予算には賛成する。

　この給付金は、
高齢者の経済的
負担感を少しでも
軽減させるための
予算である。審議
の過程の中で給付対象者の絞り込みが行
われたことによって新たな福祉政策への道
も開かれるものと感じている。

　子育て支援の
施策と比較した
時、高齢者に対す
る施策が不十分と
感じている。
　今後の高齢者福祉政策を拡充させる意
味においても、今回の給付金は重点施策
として位置付けなければならない。

　
採
　
決

採決の結果予算案を　　　　　で可決

討  論

賛成多数賛成多数

賛成多数賛成多数

三船議員

松田議員

岡田議員

形井議員

賛成!!

賛成!!

反対!!

反対!!
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新たな消防自動車を配備

グランドゴルフ場のトイレを増設

高齢者などへ給付金を支給

柵原文化センターを改修

補
正
予
算

28 年 度 の 主 な 新 規 事 業
３月３日～２４日まで定例議会が招集され２８年度　 一般会計など予算５５件、追加議案８件が上程されました。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算

　

27
年
度
歳
入
歳
出
の

総
額
か
ら
１
億
３
，０
８
４

万
円
を
減
額
し
、
一
般
会

計
の
総
額
を
１
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９
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５
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７
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少
子
化
対
策
重
点
推
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事
業�

１
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万
円

★
地
方
創
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速
化
交
付
金
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日
本
の
田
舎
い
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ね
！

　

地
域
づ
く
り
事
業

�

　
１
，９
０
０
万
円

　消防ポンプ車の老朽化に伴い新たな車輌を
購入し、柵原第一分団第一部に配備する。
〔消防車輌購入費３,０１８万円〕

　中央かめっちグランドゴルフ場のトイレを増設
する。
〔体育施設管理費１,０２８万円〕

　町民税非課税の高齢者などを対象に給
付金を支給。対象者には役場から通知が
届く。
〔給付金事業費１億５,３９４万円〕

　柵原文化センターの設備が老朽化したため空
調設備を更新。
〔公民館管理費４,４４５万円〕

制　　度 支  給  額

年金生活者支援給付金（国） 30,000円

美咲町高齢者黄福給付金（町） 10,000円
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議 

員 

発 

議

旭地域のスクールバスを購入 小学校のパソコンを買い替え

主
な
条
例
改
正

要
　
　
望

地
域
の
振
興
発
展
に
貢
献

28 年 度 の 主 な 新 規 事 業
３月３日～２４日まで定例議会が招集され２８年度　 一般会計など予算５５件、追加議案８件が上程されました。

産
業
建
設
観
光
課
を
新
設

課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　

産
業
課
と
建
設
課
の
統
廃
合
を
進

め
る
こ
と
で
業
務
の
円
滑
な
推
進
を

図
る
。

通
学
バ
ス
の
路
線
延
長
に
関
す
る
要
望
書

美
咲
町
和
田
北
１
４
４
７

　

髙
木　

一
真
他
６
名

　

児
童
数
の
増
加
に
よ
り
、子
ど
も
た

ち
の
健
全
育
成
の
観
点
か
ら
採
択
と

し
た
。

　

議
員
活
動
を
通
じ
て
多
年
に
わ
た

り
地
域
の
振
興
発
展
に
尽
力
し
た
功

績
が
認
め
ら
れ
、美
咲
町
議
会
か
ら
貝

阿
彌
議
長
が
受
賞
し
ま
し
た
。

◎
全
国
町
村
議
会
議
長
会
特
別
表
彰

　旭地域のスクールバス老朽化に伴い新たなバ
スを配備する。
〔スクールバス購入費９１６万円〕

　小学校のパソコン教室と校務用のパソコンを
一括で買い替える。
〔小学校管理費５,８２５万円〕

3月議会
でこんなことが
決まりました

脳
震
と
う
の
周
知
と
予
防
お
よ

び
そ
の
危
険
性
や
予
後
の
相
談

可
能
な
窓
口
な
ど
の
設
置
を
求

め
る
意
見
書

　

学
校
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

脳
損
傷
を
予
防
す
る
た
め
「
教
育
機

関
で
の
周
知
徹
底
と
対
策
」「
専
門
医

に
よ
る
診
断
と
適
切
な
検
査
」「
予
防

措
置
の
推
進
と
相
談
窓
口
の
設
置
」

な
ど
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
内
容
を
強
く
求
め
る
意
見
書

を
日
本
政
府
に
対
し
て
送
付
し
た
。

人
　
　
事

柴
原
教
育
長
の
選
任
に
同
意

　

教
育
長
の
選
任
が
提
案
さ
れ
、
全

会
一
致
で
同
意
し
た
。

　

任
期
は
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
31
年
３
月
31
日
。

　
　

美
咲
町
吉
ヶ
原

　
　

柴
原　

靖
彦
氏

　
　
　
　
　
（
新
任
）

貝
阿
彌　

幸
善

議
長
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総務常任委員会からの報告
総務常任委員会は、総務課、まちづくり課、情報交通課、税務課が所管する予算その他の案件について審議を
担当しています。
委員長／山本宏治　副委員長／形井　圓　委員／延原正憲、江原耕司、三船勝之、貝阿彌幸善の6人で審議し
ています。

　大垪和地区から通学バス路線延
長の要望を受け、現地調査を実施
した。
　更に、同地区で実施された古民
家再生プロジェクトで実施した現
地建物も視察した。

【総務課】
役場の組織変更

【情報交通課】
みさきネットへの繰出し金

【まちづくり課】
新過疎計画の策定

【税務課】
町税の滞納整理

委 員 会 の活動

産業課と建設課を産業建設観光課に統合するメ
リットは。
業務の効率化・合理化、応援体制の強化など
住民サービスにつなげたい。

みさきネット基金を取り崩さないで一般会計から
繰り出す理由は。
基金は、エアコン更新など28年度以降の大規模
な支払いに備える必要があるため。

28年度からの5カ年計画であるが、美咲町第二
次振興計画を反映しているのか。
第二次振興計画を踏まえ、関係課で確認してい
る。県とも調整したものである。

町税の滞納者への対応は。
担当課も努力しているが、困難な場合は滞納整
理機構などに依頼している。

問

問

問

問

答

答

答

答

再生された古民家
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民生・教育常任委員会からの報告
民生・教育常任委員会は、住民課、健康福祉課、こども課、福祉事務所、教育総務課、生涯学習課が所管する
予算その他の案件について審議を担当しています。
委員長／松島　啓　副委員長／金谷髙子　委員／林田　実、小林達夫、左居喜次の5人で審議しています。

中央かめっこ保育園と柵原東保育園
の門扉が新しくなりました。

　重くて危険だった扉が、安全な
ものに変えられました。
　また、職員室からリモコンで施
錠できるものになりました。

【住民課】
ごみ収集場所の統廃合

【福祉事務所】
生活保護者の現状

【健康福祉課】
新総合事業の取り組み

【教育総務課】
オージオメータの購入

【こども課】
保育園広域入所

【生涯学習課】
プールの管理

ごみ収集場所の統廃合につ
いて予算が組まれていたが
状況は。
ゴミステーションの統廃合は旭
地域で多く取り組まれている。

生活保護、被保護者の人数、
生活費はいくらか。
９１世帯１１６人、生活費は人に
より前後はするが、６０代一人
暮らしで月６万５千円。

あらたに新総合事業が始ま
るが、取り組みの内容は。
力を入れていくのが特に要
支援者と元気な高齢者が地
域で生活できる基盤づくりを
目指して取り組んでいる。

小学校および中学校の臨時
管理費の内容は。
学校保健法改正による聴力
検査機器（オージオメータ）を
各校１台ずつ配備する。

広域入所は自治体によって
格差があるか。
美咲町の人が町外を利用す
る場合は、町内利用と同じ料
金で利用できる。

柵原中学校のプールは修繕
の必要はないか。
今のところ特別な修繕計画
はない。使う前に業者に点検
をしてもらい、安全に使用で
きるよう心がけている。

問

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

答

中央かめっこ保育園の新しくなった玄関扉
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委 員 会 の活動

【産業課】
ブドウ選果場再編事業

【上下水道課】
公共下水道整備事業

【建設課】
中山間地域総合整備事業

【産業課】
農作物鳥獣害防止対策

産業・建設常任委員会からの報告
産業・建設常任委員会は、建設課・産業課・上下水道課が所管する予算その他の案件について審議を担当して
います。	 	 	 	 	 	 	 	
委員長／下山和由　副委員長／岩野正則　委員／ 山　剛、松田英二、岡田　壽の5人で審議しています。

美咲町過疎計画に計上している集出荷貯蔵施設
整備事業１億６,０００万円とは何の予算か。
ＪＡ津山が実施する果樹選果場再編事業のこと
で、現在町内に２カ所ある施設を１カ所に統合す
る。打穴中地内に美咲ブドウ選果場を整備する。

公共下水道整備柵原地区のうち小瀬地区の施設
整備は何年に完了するのか。
今の予定では２８年度から工事に着手し、順調に
進めば２９年度末には工事を完了させて３０年度
からの供用開始を予定している。

総事業費１１億円で進めている中山間地域総合整
備事業は順調に進んでいるか。
27年度から岡山県の事業主体で農道などの工事
を進めているが、若干の遅れが生じており、最終
年度に向けて事業計画の調整を図る必要がある。

農作物鳥獣害防止対策補助金が６,６００万円も減
額されたのはなぜか。
当初は各地区から要請があった８,８００万円の補助
金を要望していたが、全国的に要望が多く、国から
の補助金が２,２００万円しか配分されなかった。

問 問

問 問

答 答

答 答

　役場から材料費の支給を受け
て地元の力で建設された[小山棚
田のあずまや]を視察した。
　棚田を活用した地域振興に期待
する。（小山地内）

完成間近の小山のあずまや
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予算特別委員会からの報告
予算特別委員会は、各課が所管する予算について審議を担当しています。
全議員16人（委員長／岩野正則　副委員長／江原耕司）で審議しています。

【まちづくり課】
分譲宅地造成事業

【住民課】
柵原クリーンセンターの活用

【教育総務課】
小・中学校パソコン購入

【情報交通課】
みさきネット更新事業

【健康福祉課】
医療保険料金の値上げ

【生涯学習課】
美咲町史編さん事業

【こども課】
保育料無料化への考えは

【福祉事務所】
高齢者黄福給付金

【上下水道課】
汚水処理施設の集約化

新たな分譲宅地造成事業費
が計上されているが、内容
は。
中央地域の錦織地区に６区
画の分譲宅地を造成する。

柵原地域に設置している柵原
クリーンセンター整備の予算
が計上されているが、どのよ
うに活用するのか。
今の施設を解体撤去した跡
地に２９年度で新たな施設を
建設し、ストックヤードとして
運営する。

小・中学校のパソコンを全部
買い替える予算が計上され
ているが、リースの方が効率
は良いのではないか。
財政の面からリースよりも
一括購入の方が有利と判断
した。

みさきネットの維持管理費に
多額の予算が計上されている。
今後の運営は大丈夫か。
ここ数年の設備機器更新費
用だけでも数億円の単独予
算が必要となる。
民間委託も選択肢の一つ。

国民健康保険と後期高齢者医
療保険の税（料金）の値上げをお
願いすることになるようだが、ど
のくらい負担増となるのか。
平成３０年度からの国民健康保
険広域化に向けて、国民健康保
険を月額４００円程度、後期高齢
者医療保険を月額３００円程度
値上げさせていただきたい。

美咲町史発刊の予算が計上
されているが、発行部数など
の詳細はどうなっているのか。
２８年度では、民俗編と地区
誌編をそれぞれ１５００部発刊
する。
購入をお願いする予定。

少子化対策、子育て支援への
策として保育料を無料にする
考えはないか。
検討材料の一つではあるが、
国・県の情報を入手しなが
ら、さまざまな角度からの支
援策を考えていく。

町民税非課税の高齢者に対
して町から支給される高齢
者黄福給付金は何のための
給付金か。
各保険料などの値上がりや
年金の目減りなどに対して、
高齢者福祉の観点から高齢
者の所得を底上げする。

下水道の維持管理は将来に
わたって町の財政を圧迫す
ることになる。
経費削減の方向性は。
岡山県が提唱している汚水
処理整備構想の見直しを進
めており、この中で検討を進
めている。

問

問

問

問

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

答

答

答

答
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委 員 会 の活動
　

12
月
議
会
の
議
会
だ
よ
り

の
記
事「
議
会
政
治
倫
理
調
査

特
別
委
員
会
報
告
」に
関
連
し

て
町
民
か
ら
公
開
質
問
状
が

提
出
さ
れ
た
。

　

松
田
議
員
の
委
員
長
辞
任

理
由
に
つ
い
て
明
確
に
す
る

必
要
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

こ
の
た
め
、
議
長
・
副
議

長
・
議
会
運
営
委
員
長
が
事

実
関
係
の
調
査
を
行
な
っ
た
。

　

調
査
の
結
果
は
、
平
成
27

年
11
月
13
日
に
Ａ
職
員
と
二

人
で
県
外
に
日
帰
り
で
ド
ラ

イ
ブ
旅
行
し
た
事
実
が
確
認

さ
れ
た
。

　

目
的
は
、Ａ
職
員
の
精
神
的

疲
労
が
著
し
い
状
態
に
鑑
み

精
神
面
の
ケ
ア
が
目
的
で
あ

っ
た
。

　

し
か
し
、調
査
特
別
委
員
会

の
委
員
長
の
立
場
に
あ
る
者

が
参
考
人
と
旅
行
す
る
こ
と

は
不
適
切
な
行
動
で
あ
っ
た

と
認
め
ら
れ
た
。

　

松
田
議
員
の
行
為
は
委
員

会
や
議
会
の
混
乱
だ
け
で
な

く
、町
民
に
も
不
審
を
招
く
こ

と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
た
め
松
田
議
員
は
、調

査
特
別
委
員
会
委
員
長
の
引

責
辞
任
だ
け
で
な
く
、議
会
広

報
編
集
特
別
委
員
会
委
員
長
、

議
会
運
営
委
員
会
委
員
、定
住

対
策
特
別
委
員
会
委
員
の
役

職
を
自
ら
辞
任
し
た
。

　

な
お
、林
田
議
員
も
一
連
の

問
題
に
つ
い
て
、議
会
改
革
特

別
委
員
会
委
員
長
、議
会
運
営

委
員
会
委
員
、定
住
対
策
特
別

委
員
会
委
員
の
役
職
を
引
責

辞
任
し
た
。

　

議
会
と
し
て
は
、昨
年
６
月

か
ら
対
応
し
て
き
た
林
田
議

員
に
対
す
る
一
連
の
問
題
に

つ
い
て
は
、12
月
議
会
で
一
応

の
対
応
を
行
っ
て
お
り
、そ
れ

ぞ
れ
議
員
の
役
職
辞
任
を
も

っ
て
区
切
り
と
し
、こ
れ
以
上

議
会
活
動
を
滞
ら
す
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
と
深
く
反
省
し

て
い
る
。

　

今
後
は
、調
査
特
別
委
員
会

報
告
で
提
言
さ
れ
た
、美
咲
町

議
会
基
本
条
例
の
中
に「
政
治

倫
理
規
定
」を
早
期
に
整
備
す

る
作
業
に
着
手
し
、町
民
の
ご

理
解
を
得
る
べ
く
努
力
し
て

い
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
変
更

と
な
っ
た
議
会
委
員
会
の
委

員
は
次
の
と
お
り

　

12
月
議
会
だ
よ
り
の
記
事

「
議
会
政
治
倫
理
調
査
特
別
委

員
会
報
告
」
に
関
連
し
て
提
出

さ
れ
た
動
議
に
つ
い
て
次
の
よ
う

な
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

問　
議
員
辞
職
勧
告
決
議

案
が
可
決
さ
れ
た
の
に

議
員
辞
職
し
な
く
て
も
い
い

の
か
。

答
　
議
員
辞
職
勧
告
決
議

は
、議
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し

く
な
い
人
物
に
対
し
て
行
わ
れ

る
議
会
の
意
思
表
示
で
あ
る
。

　

可
決
さ
れ
て
も
法
的
拘
束

力
は
な
い
た
め
、こ
の
勧
告
に

従
わ
な
く
て
も
法
律
上
問
題

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会
か
ら

の
報
告

委　

員

委　

員

委　

員

委　

員

副
委
員
長

委
員
長

議
会
運
営
委
員
会

山
本
宏
治

下
山
和
由

松
島　

啓

金
谷
髙
子

岩
野
正
則

延
原
正
憲

委　

員

委　

員

委　

員

委　

員

副
委
員
長

委
員
長

定
住
対
策
特
別
委
員
会

松
島　

啓

金
谷
髙
子

岩
野
正
則

延
原
正
憲

下
山
和
由

山
本
宏
治

委　

員

副
委
員
長

委
員
長

議
会
改
革
特
別
委
員
会

全
議
員（
14
人
）

左
居
喜
次

延
原
正
憲

新

新

新 新

新

委　

員

委　

員

委　

員

委　

員

副
委
員
長

委
員
長

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

江
原
耕
司

松
田
英
二

延
原
正
憲

山　

剛

左
居
喜
次

金
谷
髙
子

新新新

議
会
政
治
倫
理
調
査
特
別

委
員
会
報
告
の
補
足
説
明
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ページ 議員名 質　　問　　内　　容

12 下山　和由
１．人為的ミスのないよう最大限の配慮を
２．美作岡山道路の着工にさらなる努力を
◇　町内の未売却分譲地の完売に向けて対応は

13
三船　勝之 １．今こそ思い切った人口減少対策を

松田　英二 １．工場立地法改正による条例制定を

14 延原　正憲
１．美作岡山道路に積極的関与を
２．マイナンバー制度に支援を
◇　プレミアム商品券の検証は

15 小林　達夫 １．安全な通学路を真剣に考える時では
２．生きたお金の使い道を

ページ 議員名 質　　問　　内　　容

16 松島　　啓 １．必要なのか町のシンボル的施設
２．義務教育学校のメリットは

17 山本　宏治 １．町内へ桜の記念樹配布を
２．若者に選挙制度改正のPRを

18 江原　耕司

１．人口減少対策に分譲地の造成を
２．地元要望の道路改良の早期完成を
◇　県道改良工事は（大戸上中央線）
◇　文化財の茅葺き修繕を

19 岩野　正則
１．さらに魅力あるみさきテレビに
２．町史編さんの進捗状況は
◇　空き家対策は進んだか

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、
町
長
・
教
育
長
な
ど
に

　
　
　
　
町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
に
は
、

2
問
ま
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

掲
載
で
き
な
か
っ
た
質
問
は

◇
で
表
示
し
て
い
ま
す
。

ページ 議員名 質　　問　　内　　容

20 左居　喜次 １．今後の防火対策は
２．津山圏域消防組合今後の庁舎建設計画は

21 岡田　　壽
１．介護保険要支援者への対策は
２．幸せの指標づくりを
◇　新年度予算の目玉は

22 形井　　圓

１．建設工事最低制限価格制度の見直しを
２．スクールバス送迎区域の見直しを
◇　みさき創生総合戦略の取り組みは
◇　子ども議会での対応状況は
◇　亀甲駅前整備の安全対策は

23 金谷　髙子

１．「教育環境なら美咲町が一番」とは
２．期日前投票の簡素化を
◇　新春首長インタビューの確認
◇　骨髄移植ドナーに支援を

町
政
を
問
う
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人為的ミスのないよう
最大限の配慮を

美作岡山道路の着工に
さらなる努力を

緊張感をもって取り組む

県と認識を共有しながら
進めていく

問　
昨
今
マ
ス
コ
ミ
な

ど
で
行
政
の
徴
収
ミ

ス
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
条
例
改
正
な
ど
に
よ
り

端
末
機
器
シ
ス
テ
ム
の
不
具

合
、
ま
た
人
的
ミ
ス
も
あ
る

よ
う
だ
が
本
町
で
の
対
応
は
。

　
シ
ス
テ
ム
の
確
認
、今
後

の
対
応
と
改
善
策
に
つ
い

て
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
髙
田
住
民
課
長

　

岡
山
中
央
総
合
情

報
公
社
で
オ
ン
ラ
イ
ン
処
理

を
行
い
、再
度
入
力
後
の
チ

ェッ
ク
を
行
う
な
ど
事
務
処

理
に
徹
し
て
い
く
。

答
山
崎
税
務
課
長

　

入
力
す
る
際
、税
目

に
お
い
て
担
当
者
が
入
力

し
、
別
の
職
員
が
確
認
す
る

な
ど
複
数
で
対
応
し
て
い
る
。

答
桑
元
健
康
福
祉
課
長

　

各
課
と
同
様
で
情

報
公
社
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
て
お
り
不
具
合
に
よ
る

特
段
の
ミ
ス
な
ど
は
現
在
の

と
こ
ろ
確
認
で
き
て
い
な
い
。

答
山
下
上
下
水
道
課
長

　

細
心
の
注
意
を
図

り
、使
用
者
の
変
更
な
ど
水

道
の
利
用
に
関
す
る
デ
ー

タ
を
情
報
公
社
の
端
末
機

に
入
力
し
て
い
る
。

答
遠
藤
情
報
交
通
課
長

　
１
年
分
の
納
付
書

の
発
行
の
内
容
を
確
認
し
、

入
力
、
見
直
し
作
業
を
注

意
深
く
行
って
い
る
。

問　
平
成
８
年
度
か
ら

27
年
度
ま
で
の
美
咲

町
の
負
担
金
は
約
２
億

２
，１
６
０
万
円
と
な
っ
て

い
る
。

　
ま
た
残
り
の
負
担
金
も

１
億
６
千
万
円
程
度
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。

　
早
急
に
着
工
で
き
る
よ

う
に
す
る
の
が
行
政
と
し

て
の
責
務
で
あ
る
。

　
町
が
中
心
に
な
り
、
地

域
に
出
向
い
て
歩
み
寄
り

の
努
力
を
す
る
考
え
は
。

答
國
宗
柵
原
総
合
支
所

産
業
建
設
課
長

　

こ
れ
ま
で
県
と
連
携
を

と
り
、
早
期
に
事
業
が
進

む
よ
う
に
地
元
に
対
し
て

説
明
を
し
て
い
る
。

　

27
年
５
月
か
ら
広
報
紙

と
一
緒
に「
美
岡
だ
よ
り
」

を
配
布
し
て
い
る
。

　

ま
た
地
元
説
明
会
の
開

催
、
戸
別
訪
問
の
実
施
も

行
っ
て
い
る
。

　

12
月
に
は
３
日
間
相
談

会
を
開
き
、
地
元
関
係
者

の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う

努
め
て
い
る
。

答
定
本
町
長

　

美
作
岡
山
道
路

は
、岡
山
県
が
主
体
と
な
り

進
め
て
い
る
道
路
で
あ
る
。

　

県
と
考
え
を
共
有
し
な
が

ら
認
識
を
高
め
、進
め
て
い
く
。

下山和由 議員

議員は暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことが禁止されています。

早期全線開通を

しっかりチェックしています！！
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みさき13
議員が選挙区内にある者に対して、寄付をすることはいかなる名義でも禁止されています。

三船勝之 議員

松田英二 議員

今こそ思い切った
人口減少対策を

工場立地法改正による
条例制定を

成果が出るよう
あらゆる施策で取り組む

国からの権限移譲を見極め
対応する

問　
平
成
27
年
国
勢
調

査
結
果
が
公
表
さ

れ
、本
町
の
人
口
が
１
４
，

４
５
１
人
、
７
・
６
％
の

人
口
減
で
あ
っ
た
。

　
今
こ
そ
人
口
減
少
対
策

の
思
い
切
っ
た
政
策
が
必

要
で
あ
る
。

　
①
交
付
税
の
減
少
と
職

員
削
減
計
画
は
。

　
②
農
業
を
中
心
と
し
た

若
い
人
の
移
住
定
住
対
策
は
。

　
③
子
育
て
支
援
策
の
拡
充
。

答
木
谷
総
務
課
長

　

①
人
口
が
減
少
し

た
場
合
の
激
変
緩
和
措
置

が
あ
る
が
、
試
算
で
は
交
付

税
が
１
億
７
，４
０
０
万
円

程
度
減
少
す
る
と
予
測
が

立
て
ら
れ
る
。

答
畝
本
産
業
課
長

　

②
Ｊ
Ａ
つ
や
ま
が
事

業
主
体
と
な
り
、
果
樹
選

果
場
の
再
編
が
行
わ
れ
る
。

　

美
咲
ブ
ド
ウ
の
ブ
ラ
ン

ド
の
確
立
が
図
ら
れ
る
と

確
信
し
て
い
る
。

答
稲
谷
こ
ど
も
課
長

　

③
28
年
度
か
ら
新

規
事
業
と
し
て
出
産
祝
い

金
を
設
け
る
。

答
定
本
町
長

　

職
員
は
現
在
２
０

０
人
で
、
合
併
当
初
よ
り

50
人
減
って
い
る
。

　

保
育
園
の
職
員
の
質
の

向
上
、
安
心
し
て
子
ど
も

を
預
け
ら
れ
る
環
境
づ
く

り
が
必
要
だ
。

問　
国
が
制
定
し
て

い
る
工
場
立
地
法

で
は
、
工
場
の
敷
地
面
積

が
９
千
㎡
を
超
え
る
と

そ
の
内
25
％
は
緑
地
な

ど
の
環
境
施
設
を
配
置

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
全
国
一
律
の
規
制

が
民
間
企
業
の
設
備
投
資

意
欲
を
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇
さ
せ
る
要
因

と
も
な
っ
て
い
る
。

　
昨
年
国
会
で
成
立
し

た
地
方
分
権
一
括
法
に
よ

っ
て
、
こ
の
緑
地
面
積
率

を
定
め
る
条
例
制
定
の
権

限
が
市
町
村
に
移
譲
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
法
律
が
改
正
さ
れ
た

後
、
早
期
に
条
例
を
制
定

す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
定
本
町
長

　

28
年
度
の
通
常
国

会
に
お
い
て
工
場
立
地
法
の

改
正
が
行
わ
れ
、
国
か
ら
正

式
な
権
限
移
譲
の
話
が
出

て
く
れ
ば
、
準
則
や
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
も
含
め
た
対
応
を
図

って
い
く
こ
と
に
な
る
。

問　
昨
年
の
６
月
定
例

議
会
で
美
咲
町
企

業
誘
致
条
例
改
正
の
答

弁
が
あ
っ
た
が
、
何
の
対

応
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　
ス
ピ
ー
ド
感
と
緊
張
感

を
持
っ
て
当
た
ら
な
い
と

地
方
創
生
の
波
に
乗
り
遅

れ
て
し
ま
う
。

答
定
本
町
長

　

早
急
な
対
応
を
図

って
い
く
。

大きく育て美咲の子ども

民間企業の設備投資に期待
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質問

答弁
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次は柵原ICをみんなで歩くぞ

延原正憲 議員

美作岡山道路に
積極的関与を

マイナンバー制度に支援を

早期開通に最大限努力する

カードの写真代は自己負担で

問　
美
作
岡
山
道
路
に

つ
い
て
は
、町
も
議
会

も
早
期
完
成
に
向
け
意
思

統
一
を
図
っ
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、飯
岡
地
区
で
は
現

地
測
量
に
さ
え
着
手
で
き

な
い
状
況
の
ま
ま
で
あ
る
。

　

県
提
示
ル
ー
ト
の
地
元
合

意
に
向
け
て
町
の
さ
ら
な
る

積
極
的
関
与
が
重
要
で
あ
る
。

　
町
の
基
本
方
針
と
、具
体

的
振
興
策
を
確
認
し
た
い
。

答
定
本
町
長

　
こ
の
道
路
は
美
咲
町

に
と
って
も
重
要
で
あ
り
、
早

期
開
通
に
最
大
限
努
力
す

る
基
本
方
針
に
変
更
は
な
い
。

　

県
提
示
ル
ー
ト
で
地
元

の
合
意
を
得
ら
れ
る
よ
う

粘
り
強
く
説
得
し
て
い
く
。

　

飯
岡
に
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
が
で
き
る
こ
と
を
前
提
に

地
区
の
方
々
と
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
な
ど
を
開
催
し
具
体

的
な
振
興
策
を
考
え
た
い
。

問　
ル
ー
ト
未
決
定
を

理
由
に
滝
谷
池
の
改

修
工
事
が
延
期
さ
れ
て
い
る
。

　
集
中
豪
雨
や
地
震
な
ど

の
災
害
か
ら
ど
う
住
民
の

安
全
を
確
保
す
る
の
か
。

答
定
本
町
長

　

滝
谷
池
の
改
修
工

事
は
、県
の
事
業
評
価
の
対

象
で
あ
り
、
ル
ー
ト
の
決
定

が
必
要
と
な
る
。

　

地
震
対
策
の
改
修
工
事

に
着
手
す
る
ま
で
の
応
急

工
事
を
考
え
て
い
る
。

　

改
修
工
事
に
加
え
応
急

工
事
に
つ
い
て
も
応
分
の
地

元
負
担
を
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
る
。

　

道
路
と
池
は
別
の
事
業

で
あ
る
が
、一体
と
し
て
考
え

ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
。

問　
27
年
度
か
ら
導

入
さ
れ
た
個
人
番

号
制
度
の
普
及
の
た
め
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
申
請

に
必
要
な
写
真
を
町
で

撮
影
す
る
な
ど
支
援
で

き
な
い
か
。

答
髙
田
住
民
課
長

　

個
人
番
号
カ
ー

ド
の
申
請
状
況
は
２
月

末
現
在
で
１
３
０
件
と

な
っ
て
い
る
。

　

は
が
き
で
申
請
す
る

場
合
は
写
真
の
添
付
が

必
要
で
あ
る
が
、
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ホ
か
ら
デ
ー

タ
添
付
で
申
請
す
る
方

法
も
あ
る
。

　

写
真
撮
影
の
支
援
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
自
費

で
撮
影
さ
れ
た
方
と
の

不
均
衡
と
な
る
た
め
困

難
と
考
え
る
。

答
定
本
町
長

　

個
人
番
号
カ
ー

ド
は
、
こ
れ
か
ら
便
利
な

カ
ー
ド
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。

　

写
真
代
だ
け
の
負
担

で
発
行
し
て
も
ら
え
る

も
の
で
あ
り
、
カ
ー
ド
が

必
要
な
人
が
負
担
し
て

ほ
し
い
。

議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れが禁止されています。

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん
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答弁

みさき15

小林達夫 議員

安全な通学路を
真剣に考える時では

生
き
た
お
金
の
使
い
道
を

必
要
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く

重要箇所から取り組んでいる

問　
通
学
路
の
防
犯
灯

整
備
が
ま
だ
ま
だ
不

十
分
で
あ
る
。

　
過
去
３
年
で
何
度
か
質

問
し
た
が
、
改
善
さ
れ
て

い
な
い
の
で
は
。

　
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
安

全
対
策
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

答
石
戸
教
育
総
務
課
長

　

防
犯
灯
は
、
原
則

地
元
で
の
設
置
、
維
持
管

理
で
あ
る
。

　

新
規
設
置
は
、
補
助
制

度
な
ど
を
使
っ
て
ほ
し
い
。

　

危
険
箇
所
は
早
急
に
実

施
し
て
い
き
た
い
。

問　
教
育
委
員
会
や
学

校
な
ど
各
関
係
者
が

自
転
車
に
乗
り
、
通
学
路

を
実
際
に
確
か
め
て
み
て

は
ど
う
か
。

答
泉
教
育
長

　

各
学
校
単
位
で
そ

れ
ぞ
れ
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
見
て
回

り
、要
望
書
を
出
し
て
も
ら

う
な
ど
調
査
を
し
て
い
る
。

問　
暗
い
通
学
路
だ
と

通
勤
中
に
気
づ
く
よ

う
な
職
員
の
育
成
が
必
要

で
は
。

答
定
本
町
長

　

地
域
の
行
事
、
催

し
物
に
出
る
よ
う
指
示
を

し
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な

中
か
ら
人
材
が
生
ま
れ
育

つ
と
考
え
る
。

問　
今
後
の
取
り
組

み
方
は
。

　
①
人
口
増
の
対
策
は
。

　
②
ふ
る
さ
と
納
税
へ

の
取
り
組
み
方
は
。

　
③
65
歳
以
上
の
人
に

１
万
円
を
支
給
す
る
事

業
計
画
の
効
果
は
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

①
み
さ
き
創
生

総
合
戦
略
を
策
定
し
、
重

要
業
績
評
価
指
数
を
明

記
し
て
達
成
で
き
る
よ

う
全
力
を
尽
く
す
。

答
木
谷
総
務
課
長

　

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
裁
が

完
了
で
き
る
制
度
の
取
り

入
れ
、
返
礼
品
の
発
送
管

理
、
返
礼
品
の
掘
り
起
こ

し
、
企
画
開
発
な
ど
新
た

に
委
託
す
る
。

答
定
本
町
長

　

③
介
護
保
険
料

な
ど
の
値
上
が
り
を
受

け
、
負
担
を
緩
和
す
る
意

味
で
給
付
す
る
。

　

町
内
で
の
経
済
効
果

も
期
待
さ
れ
る
。

問　
１
万
円
の
支
給

よ
り
も
健
康
づ
く

り
事
業
、過
疎
対
策
と
し

て
の
人
口
増
な
ど
に
費

や
す
方
が
生
き
た
使
い

道
で
は
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

健
康
づ
く
り
の
事

業
と
給
付
事
業
は
別
々
に

考
え
て
ほ
し
い
。

　

健
康
づ
く
り
な
ど
必

要
な
事
業
が
あ
れ
ば
や
っ

て
い
く
。

町政を問う
一般質問

質問

答弁

町政を問う
一般質問

質問

答弁

議員は病気見舞金を出すことが禁止されています。

人気の返礼品をどうぞ

子どもたちのために安全対策を
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答弁
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松島　啓 議員

必要なのか　
町のシンボル的施設

義務教育学校のメリットは

官民連携で研究したい

９年間を見通した指導ができる

問　
合
併
以
来
、
老
朽

化
し
た
施
設
、
遊
休

施
設
な
ど
が
多
く
あ
り
、

町
は
公
共
施
設
な
ど
の
管

理
計
画
を
策
定
中
だ
が
、

そ
の
進
捗
状
況
は
。

　
町
長
は
、
町
の
シ
ン
ボ

ル
的
な
施
設
整
備
を
考
え

て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

ど
の
よ
う
な
構
想
な
の
か
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
町
内
の
約
３
０
０

施
設
を
調
査
し
た
。

　

今
後
、
町
民
、
有
識
者

で
構
成
す
る
委
員
会
を
設

置
し
、
将
来
見
通
し
に
基

づ
い
た
方
針
、
計
画
を
策

定
し
た
い
。

答
定
本
町
長

　
町
の
シ
ン
ボ
ル
的
な

施
設
の
整
備
は
、国
の
官
民

連
携
の
事
業
に
応
募
し
、そ

の
中
で
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問　
近
隣
市
町
で
は
、

立
派
な
施
設
を
整
備

し
た
後
の
維
持
管
理
に
苦

慮
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
近
隣
市
町
と

の
施
設
の
相
互
利
用
も
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

施
設
整
備
の
構
想

は
、
町
民
、
シ
ン
ク
タ
ン

ク
（
専
門
調
査
機
関
）
な

ど
と
連
携
し
て
考
え
て
い

き
た
い
。

問　
２８
年
度
か
ら
創
設

で
き
る
こ
と
と
な
っ

た
義
務
教
育
学
校
と
は
。

　
本
町
も
研
究
し
て
い
る

と
の
こ
と
だ
が
、
導
入
す

る
こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

答
泉
教
育
長

　

学
校
教
育
制
度
の

多
様
化
お
よ
び
弾
力
化
を

推
進
す
る
た
め
、
現
行
の

小
・
中
学
校
に
加
え
、
小

学
校
か
ら
中
学
校
ま
で
の

義
務
教
育
を一貫
し
て
行
う

新
た
な
学
校
で
あ
る
。

　
メ
リ
ッ
ト
は
、
中
学
校
の

教
科
担
任
制
、
小
学
校
の

き
め
細
か
い
指
導
な
ど
を

お
互
い
が
共
有
す
る
こ
と
。

　

ま
た
、
中
１
ギ
ャッ
プ
の
解

消
、
９
年
間
を
見
通
し
た
指

導
な
ど
、
学
習
上
、
生
徒
指

導
上
の
効
果
が
考
え
ら
れ
る
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
９
年
間

の
人
間
関
係
が
固
定
化
さ

れ
る
問
題
や
学
校
行
事
と

の
調
整
の
問
題
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
。

問　
不
登
校
の
対
策
に

は
効
果
が
あ
る
の
か
。

答
泉
教
育
長

　

現
在
、
町
内
で
完

全
に
不
登
校
で
あ
る
と
い

う
児
童
・
生
徒
は
い
な
い
。

　

小
学
１
年
生
の
段
階
か

ら
継
続
的
に
同
じ
目
線
で

指
導
が
で
き
、早
期
の
対
応

で
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
。

議員はお中元やお歳暮を出すことが禁止されています。

これから一緒だよ（柵原東小入学式）

これからどうする公共施設
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質問

答弁
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山本宏治 議員

町内へ桜の記念樹配布を

若
者
に
選
挙
制
度
改
正
の
Ｐ
Ｒ
を

投
票
の
重
要
性
を
子
ど
も
た
ち
へ

三休公園への桜の補充に
取り組んでいる

問　
旧
旭
町
時
代
、
一

般
企
業
の
協
力
に
よ

り
記
念
樹
を
配
布
し
た
。

　
各
家
庭
の
庭
な
ど
に
桜

の
植
樹
を
し
、
現
在
で
は

桜
の
見
ど
こ
ろ
に
な
っ
て

い
る
場
所
が
あ
る
。

　
入
学
、
卒
業
な
ど
の
お

祝
い
に
桜
の
苗
木
を
贈
呈

し
、
町
内
を
桜
の
木
で
盛

り
上
げ
、
ま
ち
お
こ
し
に

つ
な
げ
て
み
て
は
ど
う
か
。

答
定
本
町
長

　

26
年
度
に
県
主
体

の
緑
化
事
業
で
三
休
公
園

に
桜
の
植
樹
を
し
た
。

　

ま
た
、毎
年
緑
の
基
金
か

ら
配
布
さ
れ
る
約
２
２
０

株
が
三
休
公
園
内
に
植
樹

さ
れ
て
い
る
。

　

桜
の
木
の
病
気
な
ど
問

題
も
あ
り
、
現
段
階
は
三

休
公
園
で
の
補
充
に
取
り

組
み
た
い
。

問　
旭
、
柵
原
総
合
支

所
周
辺
な
ど
桜
の
維

持
管
理
は
。

答
難
波
旭
総
合
支
所
長

　

庁
舎
周
辺
は
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

手
入
れ
を
委
託
し
て
い
る
。

答
森
廣
柵
原
総
合
支
所
長

　

鉱
山
資
料
館
に
は

植
栽
さ
れ
て
お
り
指
定
管

理
で
お
願
い
し
て
い
る
。

問　
28
年
７
月
か
ら

選
挙
制
度
が
変
わ

る
が
、
若
者
の
選
挙
離
れ

な
ど
選
挙
に
対
す
る
投

票
率
の
問
題
も
危
惧
さ

れ
て
い
る
。

　
18
歳
か
ら
選
挙
権
を

有
す
る
若
者
に
対
し
て

独
自
の
Ｐ
Ｒ
を
考
え
て

い
る
の
か
。

答
木
谷
総
務
課
長

　

18
歳
か
ら
選
挙
権

が
与
え
ら
れ
る
が
、
18
歳

よ
り
も
若
い
世
代
を
対
象

に
早
い
時
期
か
ら
選
挙
に

感
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
大
切
と
考
え
て
い
る
。

　

中
学
校
な
ど
へ
Ｎ
Ｈ

Ｋ
が
放
送
し
た
番
組
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
配
布
す
る
意

見
が
出
て
い
る
。

　

ま
た
、
小
学
生
向
け
の

選
挙
啓
発
冊
子
を
提
供

す
る
予
定
が
県
の
選
挙
管

理
委
員
会
に
あ
る
よ
う
だ
。

答
定
本
町
長

　

投
票
の
重
要
性

を
子
ど
も
た
ち
に
植
え

つ
け
て
い
く
こ
と
は
大

切
で
あ
る
。

問　
投
票
所
の
見
直

し
が
さ
れ
た
が
、
新

た
に
高
齢
者
へ
の
配
慮
は

あ
る
か
。

答
木
谷
総
務
課
長

　

24
投
票
所
か
ら
15

投
票
所
に
な
っ
た
。

　

高
齢
化
へ
の
対
応
と
し

て
臨
時
バ
ス
で
の
送
迎
に

は
、い
ろ
ん
な
制
約
が
あ
る
。

　

今
後
、
選
挙
管
理
委
員

会
で
検
討
し
て
い
く
課

題
で
あ
る
。

町政を問う
一般質問

質問

答弁

町政を問う
一般質問

質問

答弁

議員はお祭りへの寄付や差し入れが禁止されています。

町内を桜で盛り上げよう

子どもの頃から政治への関心を（子ども議会）



町政を問う
一般質問

質問

答弁

質問

答弁
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人口減少対策に
分譲地の造成を

地元要望の道路改良の
早期完成を

効果的な分譲地の
取り組みをやっていく

それぞれ順次着手し
要望に応えたい

問　
賃
貸
住
宅
入
居
に

対
す
る
補
助
金
も
人

口
減
少
対
策
の
一
つ
だ

が
、
土
地
を
購
入
し
永
住

し
て
も
ら
う
対
策
は
ど
う

か
。

　
現
在
、
住
宅
金
融
公
庫

の
金
利
は
、
建
築
す
る
者

に
有
利
な
条
件
に
な
っ
て

い
る
。

　
津
山
市
や
真
庭
市
の
企

業
な
ど
へ
通
勤
可
能
な
場

所
を
造
成
し
、
分
譲
す
れ

ば
人
口
流
出
の
歯
止
め
に

な
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
定
本
町
長

　

う
た
の
し
も
団
地

13
戸
を
分
譲
し
た
26
年
度

に
は
、
転
入
人
口
が
転
出

人
口
を
９
人
上
回
っ
た
。

　

分
譲
地
の
造
成
・
販
売

は
定
住
に
つ
な
が
り
、
人

口
増
に
は
効
果
的
で
あ
る
。

　

28
年
度
予
算
で
も
分
譲

地
の
造
成
を
１
カ
所
予
定

し
て
お
り
、
今
後
も
効
果

の
出
る
分
譲
地
の
取
り
組

み
を
や
っ
て
い
き
た
い
。

問　
こ
れ
ま
で
地
元
要

望
と
し
て
出
さ
れ
て

い
る
道
路
修
理
、
道
路
改

良
な
ど
の
進
捗
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
①
越
尾
小
野
線

　
②
長
万
寺
池
付
近

　
③
加
美
小
学
校
通
学
路

答
矢
木
建
設
課
長

　

①
旧
中
央
町
時
代

に
計
画
さ
れ
、美
咲
町
に
な

っ
た
17
～
19
年
度
の
３
年

間
で
延
長
５
４
０
メ
ー
ト
ル

を
改
良
し
た
。

　

未
改
良
部
分
に
つ
い
て

は
、
28
～
32
年
度
の
過
疎

計
画
に
入
れ
て
い
る
が
、
着

工
に
つい
て
は
未
定
で
あ
る
。

　

②
長
万
寺
池
付
近
は
、

幅
員
が
十
分
広
い
た
め
、拡

幅
工
事
で
は
な
く
区
画
線

な
ど
誘
導
ラ
イ
ン
を
施
工

し
て
車
両
の
通
行
を
ス
ム
ー

ズ
に
し
た
い
。

　

③
加
美
橋
か
ら
藁わ
ら
び尾
の

信
号
ま
で
の
区
間
に
つ
い
て

は
、
27
年
度
で
路
線
の
測

量
設
計
業
務
委
託
を
し
て

い
る
。

　

計
画
は
河
川
に
沿
っ
て

歩
道
を
設
置
す
る
も
の
。

　

今
後
は
、
道
路
の
詳
細

設
計
が
で
き
、用
地
の
了
解

を
得
ら
れ
れ
ば
順
次
工
事

に
着
手
し
、
30
年
度
完
成

を
予
定
し
て
い
る
。

江原耕司 議員

議員や後援会が有料の挨拶広告を出すと処罰されます。

永住対策には分譲地の造成を

改良が待たれる通学路
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質問

答弁
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岩野正則 議員

さらに魅力ある
みさきテレビに

町
史
編
さ
ん
の
進
捗
状
況
は

３２
年
度
完
了
を
目
指
し
作
業
中

意見を聞きながら改善する

問　
み
さ
き
テ
レ
ビ
の

目
的
、
運
営
経
費
、

加
入
率
は
。

　
ま
た
運
営
協
議
会
の
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
遠
藤
情
報
交
通
課
長

　
テ
レ
ビ
の
難
視
聴

地
域
を
解
消
し
、地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
へ
の
対
応
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
町
内
全
域

に
整
備
し
た
。

　
テ
レ
ビ
運
営
の
経
費
だ

け
算
出
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
み
さ
き
ネ
ッ
ト
放

送
設
備
保
守
業
務
委
託
料

な
ど
４
，９
４
４
万
円
を
27

年
度
は
計
上
し
た
。

　

加
入
率
は
、
28
年
２
月

末
現
在
で
58
・
８
％
と
な
っ

て
い
る
。

　

運
営
協
議
会
は
「
番
組

企
画
編
成
会
議
」
と
い
う

名
称
で
28
年
３
月
中
に
は

開
催
し
た
い
。

答
岡
部
副
町
長

　

少
な
い
人
数
の
中

で
も
、
企
画
や
取
材
数
な

ど
を
増
や
す
工
夫
を
し
て

い
く
よ
う
ス
タ
ッ
フ
と
も

話
を
し
て
い
き
た
い
。

答
定
本
町
長

　

運
営
協
議
会
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
改
善
す

る
。

問　
美
咲
町
史
編
さ

ん
事
業
の
進
捗
状

況
、
完
成
時
期
は
。

　
ま
た
、
資
料
の
保
存
、

展
示
な
ど
今
後
の
計
画
は
。

答
鈴
鹿
生
涯
学
習
課
長

　

28
年
度
に
地
区

誌
編
、
民
俗
編
の
発
行

を
予
定
し
て
い
る
。

　

資
料
編
、
通
史
編
の

発
行
に
向
け
て
作
業
を

進
め
て
お
り
、
最
終
的
に

32
年
度
に
は
作
業
終
了

の
予
定
で
あ
る
。

問　
資
料
提
供
の
呼

び
か
け
を
し
て
い

る
が
、
町
内
に
は
ま
だ

ま
だ
貴
重
な
資
料
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

　
資
料
の
保
存
、
展
示

な
ど
今
後
の
計
画
は
。

答
泉
教
育
長

　

資
料
の
重
要
度

な
ど
に
も
よ
る
が
、
展
示
場

所
の
問
題
、
ス
ペ
ー
ス
の
問

題
、警
備
上
の
問
題
な
ど
、

関
係
方
面
と
協
議
し
て
い

き
た
い
。

答
定
本
町
長

　

現
在
も
町
内
か
ら

資
料
提
供
の
申
し
出
が
あ

る
が
、
人
手
不
足
で
確
認

で
き
て
い
な
い
資
料
も
あ

る
。

　

資
料
を
保
存
す
る
か
持

ち
主
に
返
却
す
る
か
も
含

め
研
究
し
て
み
た
い
。

町政を問う
一般質問

質問

答弁

町政を問う
一般質問

質問

答弁

後援会が花環・香典・祝儀などを出すと処罰されます。

貴重な資料を後世へ

みさきテレビの更なる進化を



町政を問う
一般質問

質問

答弁

質問

答弁
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今後の防火対策は

津山圏域消防組合
今後の庁舎建設計画は

消防団と協力し継続的に
火災予防の啓発を行っていく

検討委員会の提案により
管理者会議で審議検討する

問　
平
成
27
年
の
津
山

圏
域
内
に
お
け
る
火

災
発
生
件
数
の
発
表
が
あ

り
、
津
山
圏
域
内
75
件
、

そ
の
う
ち
美
咲
町
は
13
件

で
あ
っ
た
。

　
近
年
、
火
災
発
生
件
数

が
人
口
割
に
し
て
大
変
高

い
状
況
を
示
し
て
い
る
。

　
消
防
団
に
お
い
て
は
防

火
を
最
も
重
要
な
活
動
目

標
と
し
、
昼
夜
を
問
わ
ず

火
災
予
防
の
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
町
、
行
政
と
し

て
防
火
対
策
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

答
木
谷
総
務
課
長

　
「
広
報
み
さ
き
」で

も
火
災
予
防
の
特
集
を
組

み
、防
火
意
識
の
啓
発
、火

の
取
り
扱
い
に
対
し
て
の
習

慣
づ
け
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　

消
防
団
で
は
、火
災
が
発

生
し
た
地
元
の
分
団
か
ら
報

告
書
の
提
出
を
独
自
に
設

け
、団
員
に
対
し
て
も
防
火

意
識
の
徹
底
を
求
め
て
い
る
。

　

今
後
も
消
防
団
と
協
力

し
、
継
続
的
に
火
災
予
防

の
啓
発
を
行
っ
て
い
く
。

　

あ
わ
せ
て
消
防
施
設
、

消
防
車
両
な
ど
の
設
備
の

充
実
に
も
努
め
て
い
く
。

問　
津
山
圏
域
消
防
組

合
は
、
昭
和
48
年
４

月
１
日
に
発
足
し
、
以
来

43
年
間
地
域
住
民
の
安

心
・
安
全
を
守
っ
て
き
た
。

　
当
初
よ
り
大
幅
に
手
を

加
え
て
い
な
い
庁
舎
が
久

米
南
分
署
、
そ
し
て
柵

原
・
日
本
原
・
加
茂
各
出

張
所
だ
が
、
今
後
の
庁
舎

建
設
計
画
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
木
谷
総
務
課
長

　

新
年
度
に
な
る
と

圏
域
消
防
組
合
か
ら
加
盟

市
町
村
に
計
画
が
示
さ
れ

る
。

　

具
体
的
内
容
、
場
所
の

決
定
に
つ
い
て
は
検
討
委

員
会
、管
理
者
会
議
に
お
い

て
審
議
検
討
が
な
さ
れ
る
。

問　
柵
原
出
張
所
と
久

米
南
分
署
は
条
件
が

悪
く
老
朽
化
が
進
ん
で
お

り
、
最
優
先
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

　
久
米
南
町
と
の
連
携
も

と
り
な
が
ら
進
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
定
本
町
長

　

全
く
同
感
で
あ

る
。
久
米
南
町
と
力
を
合

わ
せ
な
が
ら
活
動
し
て
い

き
た
い
。

左居喜次 議員

昭和49年より地域を守る柵原出張所

議員に対し、寄付を出すように勧誘や要求することは禁止されています。

火災発生件数と出火率（人口1万人当りの火災件数）
地
域 項目 平成

23年
平成
24年

平成
25年

平成
26年

平成
27年

美
咲
町

発生率 4.3 5.0 9.5 9.0 8.4

発生件数 7 8 15 14 13

津
山
圏
域

発生率 5.4 3.8 4.7 5.3 4.8

発生件数 87 60 74 83 75

岡
山
県

発生率 4.0 3.5 3.9 3.5
未発表

発生件数 763 680 755 686

全
　
国

発生率 3.9 3.5 3.8 3.4
未発表

発生件数 50,006 44,189 48,095 43,741



町政を問う
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岡田　壽 議員

介護保険
要支援者への対策は

幸
せ
の
指
標
づ
く
り
を

で
き
る
こ
と
か
ら
一
歩
ず
つ

「通いの場」を立ち上げる

問　
29
年
度
か
ら
介
護
保

険
法
改
正
で
新
総
合
事

業
が
実
施
さ
れ
、要
支
援
１
、

２
の
方
の
通
所
・
訪
問
介
護

を
介
護
給
付
か
ら
除
外
し
、

町
の
事
業
に
移
行
さ
れ
る
。

　
本
町
の
対
策
は
。

答
桑
元
健
康
福
祉
課
長

　

新
総
合
事
業
は
市

町
村
が
主
体
で
地
域
の
実

情
に
応
じ
サ
ー
ビ
ス
す
る

こ
と
に
な
る
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
、
社
会
福
祉
協
議
会
が

移
行
に
向
け
た
「
通
い
の

場
」
で
要
支
援
の
人
を
含

め
た
対
応
を
考
え
て
い
る
。

答
村
島
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
長

　

法
律
改
正
で
要
支
援
の

人
へ
の
対
応
が
大
き
く
変

わ
り
、
新
事
業
で
は
地
域

全
体
の
高
齢
者
が
積
極
的

に
生
活
で
き
る
地
域
づ
く

り
（
生
活
基
盤
）
の
視
点

で
進
め
ら
れ
る
。

　

町
で
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
理
由
を
検
討
し
た
結

果
、地
域
で
交
流
で
き
る
場

が
最
も
必
要
で
、高
齢
者
が

社
会
参
加
し
自
分
の
思
い

を
実
現
で
き
る
場
所
を
設

立
す
べ
き
と
な
っ
た
。

　

28
年
度
は
旧
町
内
に
２

カ
所
程
度
の
モ
デ
ル
「
通

い
の
場
」を
考
え
て
い
る
。

   「
通
い
の
場
」に
は
幅
広

い
地
域
住
民
に
当
事
者
意

識
を
持
っ
て
参
加
を
お
願

い
し
た
い
。

問　
本
町
で
は
黄
福

物
語
を
テ
ー
マ
に

「
小
さ
な
町
の
小
さ
な

幸
せ
」
で
ま
ち
づ
く
り

を
実
践
中
で
あ
る
。

　
町
民
と
一
緒
に
「
本

当
の
幸
せ
」
と
は
、
と

考
え
る
こ
と
が
ま
ち
づ

く
り
で
は
な
い
か
。

　
幸
せ
の
指
標
づ
く
り

を
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

東
京
都
荒
川
区

が
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

し
、
指
標
づ
く
り
を
し

た
例
が
あ
る
。

　

難
し
い
こ
と
で
あ
る

が
、
勉
強
し
て
い
き
た
い
。

答
泉
教
育
長

　

合
併
10
周
年
記

念
に
子
ど
も
た
ち
の
作

文
を
募
集
し
た
。

　

そ
の
中
に
は
家
族
や

地
域
、
自
分
の
夢
が
あ

り
、
あ
る
意
味
で
自
分
の

幸
せ
を
実
現
で
き
る
場
で

は
な
い
か
。

　

機
会
を
と
ら
え
、
作
文
、

標
語
、川
柳
な
ど
募
集
し
て

み
ん
な
で
考
え
て
も
ら
う
の

も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
。

答
岡
部
副
町
長

　

町
を
紹
介
す
る
冊

子
「
黄
福
パ
ス
」
の
作
成

の
中
で
幸
せ
に
つ
い
て
で

き
る
こ
と
を
町
民
と
一
緒

に
考
え
た
経
緯
が
あ
る
。

　

今
あ
る
幸
せ
、先
に
あ
る

幸
せ
を
実
現
す
る
た
め
に

ど
ん
な
手
段
が
あ
る
か
、
幸

せ
を
考
え
る
場
を
つ
く
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
一

歩
ず
つ
が
一
番
い
い
の
で

は
な
い
か
。

町政を問う
一般質問

質問

答弁

町政を問う
一般質問

質問

答弁

引用：ＮＰＯ法人ネットワーク地球村

新しくスタートした「通いの場」（八神・塚角地区）

有権者が威迫あるいは議員を陥れる目的で寄付を求めると処罰されます。

本当の幸せとは

  “人よりも”ではなく“人と共に”

  “自分だけ”ではなく“みんなで”

  “今だけ”　ではなく“いつまでも”

  “ここだけ”ではなく“どこでも”
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質問

答弁

質問

答弁
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建設工事最低制限価格
制度の見直しを

スクールバス
送迎区域の見直しを

指名委員会で審議をしてきた

安心・安全な通学支援を
目指し検討する

問　
26
年
９
月
議
会
で

建
設
工
事
最
低
制
限

価
格
の
見
直
し
が
必
要
で

は
な
い
か
と
質
問
し
た
。

　
検
討
し
て
い
く
と
の
答

弁
で
あ
っ
た
が
検
討
は
で

き
た
の
か
。

答
岡
部
副
町
長

　

指
名
委
員
会
で
た

び
た
び
審
議
し
て
き
た
。

　

最
低
制
限
価
格
は
、
取

扱
要
領
に
よ
り
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
自
動
計
算
で
決
定

し
、
約
４
％
の
幅
が
あ
る
。

　

価
格
が
低
す
ぎ
る
と
手

抜
き
工
事
な
ど
に
つ
な
が
り

や
す
い
た
め
現
行
制
度
を

適
用
し
て
い
る
。

問　
町
内
の
中
学
校
建

設
が
検
討
さ
れ
て
い

る
が
、
建
設
費
が
20
億
円

の
場
合
、
現
状
の
制
度
で

あ
れ
ば
８
千
万
円
高
く
落

札
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
８
千
万
円
安
く
て
も
工

事
を
請
け
負
う
企
業
が
あ

る
が
、
な
ぜ
高
い
企
業
に

落
札
さ
せ
る
の
か
。

答
岡
部
副
町
長

　

今
後
金
額
の
大
き

い
も
の
に
つ
い
て
は
、
総
合

評
価
方
式
の
導
入
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問　
み
さ
き
総
合
戦
略

に
「
教
育
環
境
な
ら

美
咲
町
が
一
番
を
目
指

す
」と
基
本
目
標
に
あ
る
。

　
大
垪
和
地
区
住
民
か
ら

ス
ク
ー
ル
バ
ス
路
線
延
長
の

要
望
書
も
出
さ
れ
て
い
る
。

　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
の

た
め
に
実
施
す
べ
き
で
は
。

答
石
戸
教
育
総
務
課
長

　

28
年
度
か
ら
４
小

学
校
、
２
中
学
校
合
計
19

路
線
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運

行
を
予
定
し
て
い
る
。

　

大
垪
和
地
区
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
路
線
の
延
長
に
つ

い
て
は
、
情
報
交
通
課
、

建
設
課
と
協
議
し
て
い
る
。

問　
加
美
小
学
校
で
は

６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

超
え
て
徒
歩
通
学
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
が
い
る
が
、

な
ぜ
加
美
小
学
校
だ
け
ス

ク
ー
ル
バ
ス
が
な
い
の
か
。

答
泉
教
育
長

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
が

運
行
す
る
学
校
は
全
て
統

廃
合
の
時
点
で
バ
ス
を
導

入
し
て
い
る
。

　

加
美
小
学
校
は
創
設
以

来
１
１
０
年
近
く
な
る
が
、

統
廃
合
さ
れ
て
い
な
い
。

　

安
心
・
安
全
な
通
学
支

援
の
た
め
に
、
今
後
検
討

す
る
。

形井　圓 議員

公共施設入札制度の見直しを

待ってるよ  スクールバス



町政を問う
一般質問

質問

答弁

みさき23

金谷髙子 議員

「教育環境なら
美咲町が一番」とは

期
日
前
投
票
の
簡
素
化
を

さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
検
討
し
て
い
る

ＩＣＴ教育を取り入れたい

問　
み
さ
き
創
生
総
合

戦
略
の
中
に
「
教
育

環
境
な
ら
美
咲
町
が
一

番
」
を
目
指
す
と
重
点
施

策
を
掲
げ
て
い
る
。

　
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

施
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
泉
教
育
長

　

総
合
戦
略
の
中
に

は
結
婚
、
教
育
で
選
ば
れ

る
町
の
実
現
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。

　

そ
の
中
で
美
咲
町
と
し
て

独
自
性
の
あ
る
教
育
体
制

の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
Ｉ※

Ｃ
Ｔ
教
育
を
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
な
ど
の
情
報
通
信
技
術

を
活
用
し
た
学
校
教
育
を

ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い

く
か
具
体
的
な
方
策
を
考

え
た
い
。

問　
自
然
の
中
で
強
く

生
き
る
力
を
養
う
こ

と
も
必
要
だ
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

子
ど
も
た
ち
の
作

文
集
か
ら
地
域
活
動
が
活
発

で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

今
後
も
地
域
と
一
緒
に

取
り
組
み
た
い
。

問　
28
年
７
月
の
参

議
院
選
挙
か
ら
選

挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上

と
な
る
。

　
ま
た
、
期
日
前
投
票
に

行
く
人
が
増
え
て
い
る

こ
と
か
ら
若
い
有
権
者

も
投
票
し
や
す
い
よ
う

に
期
日
前
投
票
に
力
を

い
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
①
新
た
に
有
権
者
と

な
る
本
町
の
18
歳
以
上

の
人
口
は
。

　
②
24
年
12
月
期
日
前

投
票
に
「
宣
誓
書
」
を
導

入
し
、投
票
の
改
善
に
つ

い
て
質
問
し
た
が
、そ
の

後
協
議
さ
れ
た
か
。

　
入
場
券
の
裏
に
宣
誓
書

を
印
刷
し
、
期
日
前
投
票

が
し
や
す
く
で
き
な
い
か
。

答
木
谷
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
長

　

①
28
年
７
月
の
参
議

院
選
挙
を
対
象
に
す
る

と
、
18
歳
、
19
歳
の
有
権

者
は
２
５
１
人
で
あ
る
。

　

全
有
権
者
の
１
・
９
％

程
度
に
な
る
と
思
う
。

　

②
岡
山
県
で
は
24
年
当

時
２
市
町
が
「
宣
誓
書
」

に
取
り
組
ん
で
い
た
が
、現

在
で
は
16
市
町
村
が
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

各
世
帯
に
送
付
さ
れ
る

入
場
券
の
裏
面
に
宣
誓
書

を
印
刷
す
る
方
法
を
採
用

し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る

が
、混
乱
を
招
く
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
で

は
、世
帯
で
ま
と
め
て
の
郵

送
か
ら
、
個
々
へ
の
郵
送
に

切
り
替
え
た
場
合
の
経
費

も
含
め
て
継
続
し
て
審
議

し
て
い
き
た
い
。

町政を問う
一般質問

質問

答弁

町政を問う
一般質問

質問

答弁

期日前投票の改善を

田舎ならでは  貴重な体験

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
…
情
報
通
信
技

術
を
活
用
し
た
学
校
教
育
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今
年
の
三
休
公

園
の
桜
と
、つつ
じ

が
気
温
の
関
係
で

ほ
ぼ
一
緒
に
咲
き
皆
様
、
楽

し
ま
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

今
年
は
、
地
方
創
生
、
総

合
戦
略
の
取
り
組
み
が
始
ま

り
ま
す
。

　

選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上

に
引
き
下
げ
ら
れ
、
初
め
て

の
選
挙
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　

美
咲
町
の
人
口
減
少
を
食

い
止
め
て
い
く
の
は
、
若
者
が

躍
動
で
き
る
地
域
づ
く
り
が

重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
住
ん
で
み
た
い
、
住
ん
で

よ
かっ
た
」
と
思
わ
れ
る
町
づ

く
り
に
行
動
を
起
こ
し
て
い

き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
は
皆
さ
ま
に

読
み
や
す
い
誌
面
づ
く
り
を

心
が
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
に
手

に
取
って
い
た
だ
け
る
よ
う
、

わ
か
り
や
す
く
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
誌
面
づ
く
り
に
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
（
金
谷
記
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
金
谷
　
髙
子

副
委
員
長
　
左
居
　
喜
次

山
　
　
剛

延
原
　
正
憲

松
田
　
英
二

江
原
　
耕
司

町民の皆さんこんにちは
サークル紹介
第24回

グラ
ウンドゴ

ルフで健康増進

西
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
ゴ
ル
フ
同
好
会

　今年で25年目です。
●いつ頃から活動していますか●

　大会に出場すること、茶和会、ミーテ
ィングをみんなで楽しくワイワイするこ
とです。

●楽しいことは何ですか●

　毎日、朝9時からみんなが元気でプレー
をすることを楽しみに集まっています。
（雨天の日は休みます。）

●どんな活動をしていますか●

　会員も少なくなっているので、健康増
進にグラウンドゴルフを一緒にしてみませ
んか。

●これからの活動は●

　メンバーの年代は66歳から86歳で、総
勢16人でがんばっています。

●メンバー構成は●

　健康でスポーツできる環境整備にご支
援ください。

●議会に一言お願いします●

　健康増進と皆さんとの会話。
●活動を始めたきっかけは●

いつまでも元気に仲よく
プレーしてください




